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令和６年（甲辰 きのえたつ）がはじまりました！ 

今年もよろしくお願いします！ 
今回は十干十二支（じっかんじゅうにし）の説明からはじめます。 

 

 紀元前の中国まで遡り、暦法で番号を表すのに 10種類の漢字が用いられていました。 

それを「十干（じっかん）」と呼びます。十干（じっかん）の漢字は、「甲（きのえ）・乙（きのと）・丙（ひのえ）・丁（ひのと）・戊（つちの

え）・己（つちのと）・庚（かのえ）・辛（かのと）・壬（みずのえ）・癸（みずのと）」です。 

十二支はご存知の通り、子（ね：ねずみ）から亥（い：いのしし）まで、その年を 

12種類の動物になぞらえたものになります。 

本来の干支（えと）というのは、「十干（じっかん）」と「十二支（じゅうにし）」を 

組み合わせたもののことを言い、十干の最初の文字「甲」と十二支の最初である 

「子」を組み合わせた「甲子（きのえね：かっし）」から「癸亥（みずのとい：きがい）」 

まで、全部で６０通りあります。60年で一周するため、人は 60歳を迎えたとき、 

生まれたときと同じ干支になります。このことから、60歳は「生まれたときの暦 

（こよみ）に還（かえ）る＝還暦（かんれき）」と呼ばれてきました。 

 さて、2024年（令和６年）は、十干（じっかん）では「甲（きのえ）」、十二支では 

「辰（たつ）」の年となるため、干支は「甲辰（きのえたつ）」となります。甲（きのえ）は 

十干の始めであり、物事の始まりととらえることができるそうです。そして辰は「発芽 

した植物がしっかりとした形になる」、「勢いと大きな力」、「成功」ととらえられていま 

す。この二つが合わさった甲辰（きのえたつ）は、「新しいことを始めると成功する」、 

「いままで準備してきたことが形になる」といった、縁起の良い年になると考えられて 

います。 

校長先生は昨年還暦を迎えられました。この３月には校長職を終え、４月から 

は教壇に立って数学をご指導される予定と伺っています。そんな校長先生が掲げる「みらいの自分のキャッチコピー」は、「高校

生に負けない 60歳」だそうです。みなさんも校長先生に負けず、新たな成功を目指し、何かにチャレンジする年にしましょう。 

 

 

 

 

 

                                              広報「すみた」 

                                              11月号掲載 

                                               

 

共通テストを終えて・・・後輩たちへ一言もらいました！ 
  1月 13日から始まった共通テストを終え、自己採点中の３年生３名に、突然でしたが一言もらってきました。 

入試を終えての率直な感想がこちら。 

「数学と英語がむずかしかった。一年生の頃から、もっと 

スタサプや問題集・ワークなどでちゃんと単元ごとに基礎問 

題から発展問題までやっておけばよかったなと思う。普段 

のテストと違って共通テストは問題のレベルが違った・・・。」 

また、これまでスタサプで勉強に取り組んできてどうだった 

か？について聞いたところ、こう答えてくれました。 

「スタサブは、機能的で使いやすいとは思う。けど、授業で 

やってこなかったり深く扱われなかった内容なんかも出てくる 

ので、動画を一回見ただけでは理解できない部分がいくつかあ         自己採点中の１コマ！ 

った。これまでの授業で一度習った部分についてはスタサプで深めることができ、良かったと思う。」 

 この３名はすでに大学進学を決めており、今後は 4月からの生活に向けて準備を進めていくことになります。 

 大学での活躍を期待しています、共通テストお疲れ様でした。 

 

もうすぐお別れ！最後の学校給食（３年生） 
   1月 29日の給食をもって、3年生の給食が終了します。 

   これまで給食提供を受けてきた３年生から、住田町や給食センターへの感謝 

のことばが寄せられました。このメッセージは後日、学年長の吉田由紀子先生 

が代表して、給食センターへ直接お届けする予定となっています。皆さんにはその一部をご紹介します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月 19日 

（第１５７号） 



学校給食アンケート調査結果のお知らせ 
  12月に一斉メールでお願いしたアンケートの結果について以下のようになりましたのでお知らせします！ 

 １・２年生、３年生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教職員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査のまとめ】 

以上の結果をみると、「 １・２学年」と「３学年と教職員」の２グループに大別されました。もしも考査期間に給食提供してい

こうと考える場合、１３時バスに乗る生徒が給食を食べて帰れるような「考査時間割」が作れればいいのでしょうか。また、「早

く帰りたい、好きなものを食べたい」等の希望に応えるとすると、給食を食べるかどうか事前調査も大切になってきそうです。

今回の結果を参考に、どこまで対応できるのか改めて考えてみたいと思います。私も考えますが皆さんも考えてみません

か？探究のテーマにしてくれるひとを募集します、一緒に検討しましょう。そうでなくても、何かアイデアが浮かんだなら、気

軽に近くの先生に話してもらえたらと思います。 

 他にも、アンケートのなかで、行事等での給食提供は必要かどうかも伺いました。それについては以下のような意見がで

ていました。 

・１日学校行事の時は、給食があれば助かります。 

・交通が不便な事情が変わらない限り、この先給食の無償提供が無くなり有料になっても、弁当持参させてもらえる生徒を

除いて、登校日は基本的に給食が食べられる方が良い。文化祭は、カレーや焼きそば等を買うのを楽しみにしている生徒

も多いので、出店があるなら給食は無くても大丈夫だと思う。クラスマッチは給食あった方がいいと思う。 

 上のように、「行事日に給食提供を！」との要望は数多くでていましたので、来年度からの実施を目指して、お世話になっ

ている住田町や給食センターの方々にご相談したいと思います。今年度の給食もあとわずかとなってきました。３年生は１月

29日（月）が給食最終日です。３年間を振り返りながら、おいしい給食を存分に味わってもらいたいと思っています。最後に、

アンケート調査の協力に感謝し、お知らせを終わります。 

●考査期間中「給食あり（５０％）」の理由・意見（１・２年まとめ） 

・普段、給食を希望しているので、考査中も出していただけると親が助かる。 

・栄養のバランスも良いし 経済的にも助かる。 

・（バス時間の関係で）帰るのに時間がかかる生徒が多いから。 

・午前授業でも帰りの電車の時間は変わらないのでお弁当を持たせているから。 

・午前授業で帰宅するにもバスが無く、学校に残り勉強するにしても、昼食を購入する場所も遠いため、給食があると助かる。 

・温かい給食が美味しいからです。 

●考査期間中「給食なし（５０％）」の理由・意見（１・２年まとめ） 

・午前中で終了するなら、なくてもいい。 

・家で食べられるから。 

・テスト期間中は 2～3 時間で終わり下校時間も早いので給食はいらないと思います。

バスの都合で待ち時間がある生徒はお弁当持参でも良いのでは？ 

・テスト期間中の給食提供もあれば、保護者としては助かるのかもしれませんが、通学

のバスの出発時間が 13時（次のバスが 17時 35分発）のため、慌ただしくなってしま

うような気がするため。 

・今だと、ちょうど良いバス時間がないので、お昼時間の迎えが必要。午前で下校なら

現状のままでいいと思います。 
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考査期間中の給食提供について

あった方がよい なくてもよい

【３年生まとめ】考査期間中「給食あり（２０％）」の理由・意見 

・バランスの取れた食事が摂れるから。 

・弁当を用意できない人もいると思うから。 

・すぐに済ませることができるから。 

・事前に調査し、希望者分の弁当提供ができるといい。 

【３年まとめ】考査期間中「給食なし（８０％）」の理由・意見 

・大盛の弁当が大好きだから、特に不便はないため。 

・放課後の時間を取れるから。 

・給食のために早く帰れなくなるから。 

・バス等の時間もあると思うから。 

・迎えに来てもらうことができているから。 

・好きな時間に好きな場所（家など）で好きなものを食べられるから。 

・無償で給食を頂いているというのが本当にありがたいです。感謝しかありません。これまでと同様で良いです。 

●【職員まとめ】考査期間中「給食あり」の理由・意見 

・バス時間の関係で午前で終わっても学校に残る生徒が多いから。バス待ちで弁当を持参していた

女子生徒もいたし、数人で麺太で食べたり、コンビニまで往復する生徒もいた。 

・もし給食が不要な生徒がいる場合は、事前に把握して、給食センターに知らせるなど考えてみては。 

●【職員まとめ】考査期間中「給食なし」の理由・意見 

・考査期間でもあるので、お昼の時間通りで下校させたい。 

・迎えが来る生徒がいると思われ、足並みが揃いにくく残食が増えるかもしれない

から。 

・生徒は相乗りして帰るなどしているので、（バス時間等での）問題は特にない。 

・給食を食べるか食べないか、選択の余地を確保したい。事前調査して希望者対象

としてはどうか。 

・給食に合わせるために自習時間を増やす必要があるなら現状のままでよい。その

必要がないのであれば、給食はあった方が申込者は助かると思う。 


